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1. はじめに

江戸時代東海道宿場町として栄えた品川宿は、明治期

から鉄道整備、工業化、埋立地造成高度経済成長やモー

タリゼーション下の影響を受け、宿場町と近代都市の両

面性を持つ。本研究では日本の旧沿岸宿場町を着目し、

旧品川宿地区の近代からの変遷を研究事例とし、数理的

解析手法を用いて考察する。かつての宿場町が現代まで

どの様に変化してきたのか、さらに都市空間にどのよう

な影響を与えたのかを明らかにすることと地区と街路

構成の変遷と街路空間の特性を定量的に把握すること

が本研究の目的である。

解析手法として Space Syntax 理論(以下 SS)を用いて

地区空間構成のわかりやすさの変遷と街路構成のわか

りやすさの分析を行う。

2 .品川宿の概要と歴史

本章は旧品川宿地区の近代市街地と道路網の形成を

明らかにした。9 つの年代の地図を基づいて街路と都市

計画道路の変遷や市街地・産業・交通の歴史のまとめに

より、図 1に道路変遷図から市街地は西南から東、後は

北と東という形成の順番が読み取れた。発展の経緯から

見ると、区内 1919 からの耕地整理と戦後復興の土地区

画整理事業の展開は内陸の台地部の発展及び西の鉄道

沿線の市街化の要因である。昭和からの戦後復興や経済

高速成長期による工業地域は飛躍的な発展を遂げ、埋立

事業が急速的に進みによる海岸部の変化が顕著になっ

た。また、平成に入ると都市再開発が進み、沿岸部人口

増加の需要から埋立地のや北部の品川駅の開発区計画

が進んだ。これにより、品川宿地区の市街化を形成する

経緯が分かった。

3. 街路とわかりやすさの変遷

本章は対象地区 1881 年から現在までの空間構成のわ

かりやすさと街路の変遷を分析し考察した。各年代の道

路計画により対象地区の接続性が増加された一方、地区

の中心性を明確し、わかりやすさを確保するため、コン

パクト的な発展と地形に合わせの計画が重要だと考え

られる。また、東海道の復興に対し、周辺地区の整備と

区内の横軸を強化することも手段である。

SSによる各時代の Global と Local（以下 GL）の Axial

Analysis Map を算出し、それらの相関係数から年代ご

とのわかりやすさ（intelligibility）を求める。図 5

は各時代の街路のGlobalとLocalのIntegration Value

（以下 IV）値を色分けしたものである。

図２は IV 値

とわかりやすさ

の変遷を示す。

1919年の谷には

その年代に品川

宿と離れた東海

道線沿線区域の

発展のため、空

間が散在してい

る形態になった。

全体の統合性が

低くなる一方、

区域全体への理解度とわかりやすさも低くなると読み

取れる。その後 1932 年から地区の GL の平均値が急激に

増加し、図 5 の 1945 年に示されている様にその時代に

おいて大きな道路網のネットワークが形成され、全体の

接続性と浸透性が高まり、区域のわかりやすさも上昇し

た。その後、現在までに二つの図面の傾向線のばらつき

が大きく変化してないことによる対象地区の都市基盤

を形成し始めたのはその年代からだと考えられる。また、

2001 年以後少し下がったものの、相関係数まだ高い理

由は、対象地区の計画は合理性を求め、街路のネットワ

ークを重視しコンパクト的に発展してきたことと地形

の影響だ考えられる。

一方、一番古

い東海道は近年

道路のIV値が回

復する傾向があ

る。それは平成

に入り、北部の再開発から東海道周辺の接続性と移動効

おう しょう

図１ 道路の変遷図

表１.品川宿地区年代ごとの解析指標

図2.品川宿地区のGLの散布図と相関関係

図 3.東海道の GL散布図



率性が積極的に影響を与えた。しかし、数値 2001 後の

下降したのは、東品川の再開発にほぼ影響が受けていな

いと考えられる。これも品川宿地区の構造はの南北の軸

線がメインとし、東西軸線の連絡が弱いという空間形態

の特徴からの影響が関わっていると推測される。

4.街路の歴史と空間特性・わかりやすさの相関

本章は対象地区の従来から存在している街路は現在

の都市空間にどの様な影響を与えたのかを明らかにし

た。幅員が広い街路は現在の空間への影響が強いと考え

られる。この様な街路は路網骨格を構成されており、そ

の中、第一京浜や海岸通りは現在の区域の形態形成への

影響が東海道より強いことが分かった。

図 5に対象地区内の北品川一・二丁目、東品川一丁目、

南品川一丁目地区を対象とし、各街路（線分）の IV 値・

長さ・幅員・年齢のデータを整理する上、回帰分析方法

で各指標の相関関係を解析する。よって、各道路の幅員

が各空間特性の指標（IV 値・長さ）への影響が大きい

ことがわかる。

理由として SS 理論は距離や面積の影響を受けない指

標だが、街路の幅員は空間の機能と関わっていると考え

られる。昔から主要街路だった道は使用され続け、幅員

も徐々に広げられ、現在の空間特性との相関関係も強い

と考えられる。一方、昔から路地やお寺の小さい道路な

どその様な閉鎖性を持っている空間であれば、公共性や

使用率が限定され、位置も幅員も変わらなかったため、

現在に至るにしても移動効率性やわかりやすさも高く

なく、道路の年齢と各空間特性との相関関係が弱いと考

えられる。それに従って、現在の地区の街路構成の中で、

昭和初期の大東京都市計画道路網から構成された京浜

国道、戦災復興の都市計画による形成された海岸通り及

び昭和38年から41年の都市計画による形成された山手

通りとハッ山通りのような道路である。東海道はネット

ワーク中の一つの軸線として現在までGlobal範囲はIV

値がそれ程高くないが、Local 範囲では周辺の空間への

影響が強く接続性高い街路と言える。

この様な街路網は昔から現代まで長く続き有効的に

使用され、近世に形成された中心性を持つ形態が近代の

都市計画である旧宿場町のシステムとして保存された

と分かった。それも近代からの都市拡大と区域改造によ

り、対象地区の空間全体のわかりやすさと中心部の同一

性が高い理由と言える。

5.まとめ

本研究では、旧品川宿地区の「地区」と「街路」の分

析について、SS 理論を用いて街路とわかりやすさの変

遷と街路ごとの歴史と空間特性並びにわかりやすさの

相関を見てきた。品川宿地区は旧宿場町の空間構造を引

き継ぎながら、地形を合わせのコンパクト的な計画は近

代都市建設から新旧システムの混在による空間構造が

わかりにくくなることを解決する。また、未来の品川宿

に対し、歴史的まち並みの再生や街路空間を地域資源を

活用することとし、周辺の地区の開発整備との横軸の連

絡を強化することも一つの手段であると考えられる。
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